
新苗の植え付け
花がら切り
（花のみ切る）

根鉢を崩す植え替え移植四季咲木立性バラのつぼみ摘み（初年度）

寒肥（庭植のみ）つるバラの新しく伸びたつるの仮誘引

鉢植への施肥（葉を失なった時は控える）

新苗とは、バラの赤ちゃんにたとえられるように、接ぎ木して芽が吹いたばかりの状態の苗です。
四季咲き系統は次々とつぼみを出しますが、花を咲かせるだけの体力はまだありません。
株作りから始めます。植え付け直後の新苗は、梅雨時の過ごし方が重要です。
特に庭植えでは、雨に当たり病気で葉を失うと一気に生長が停滞します。
秋まで鉢植えで大切に育てた後、庭植えにするのも一つの方法です。

栽培のコツは、葉をいかに早く増やすかにつきます。花を咲かせ実を付けたままにすると、新しい葉は増えません。
葉は養分を生み出すところ、花や実は養分を使うところだからです。四季咲き系統は次々とつぼみを付けるので、
8月末まで、つぼみは全て摘みましょう。

※元肥専用肥料は混用できる

お手入れカレンダー 可能な時期
適期

凡例

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

植え付け… 植え付け… 庭に植える 植え付け… 植え付け… 鉢に植える

・なるべく長く日の当たる、風通しの良い所に植える（置く）。
・できるだけ早くポットから植え替える。
・葉を増やす努力をする。
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30～50cm

保護テープは
秋まで取らない

接口は地際
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苗と苗の株間も 50cm以上あける
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根鉢は
崩さない

or
庭土

庭土+元肥

根鉢と土の高さを
そろえて植える
（台木の根が土より
出ている苗も接ぎ
口は埋め込まない）

根の張る
スペースを広く

用土がこぼれず
水はけ良い土なら
鉢底石不要

ミニバラ：5～6号
その他のバラ：6～8号
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葉を増やす葉を増やす
コツ1コツ1
花を

咲かせない

葉を増やす葉を増やす
コツ2コツ2
黒星病を
つけない

品種を確認するため、
初花を5分咲きまでは
咲かせてもよい

つぼみを摘む
タイミングは？
つぼみの大きさが、
小豆粒位の大きさになったら

新苗

新苗を育てる３つのポイント！新苗を育てる３つのポイント！

苗を
え込

きる。
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